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切れ目ない一貫した支援の充実に向けて各機関が行っている取組をお知らせします

上記の取組を続け、次回、令和７年度特別支援連携協議会につなげていきます

【連携のポイント】

忙しいけれど

顔を見合わせて、話をして
「知っている関係」を
たくさんつくりましょう

他機関の仕事に興味をもって
機会があれば足を運びましょう

後志だったら、縦横に張り巡らされた網目のように
各機関が連携し合える関係を構築できる！

連携協議会に関する
資料はこちら

個別の教育支援計画は
「子どもたち一人一人への未来へのメッセージ」

◆就職に向けての相談

◆障がい特性の理解のために「精神･発達障害
者しごとサポーター養成講座」を実施

◆職場に適応するための北海道障害者職業セン
ター「ジョブコーチ制度」の取組

◆月に１回、小・中・高３者連絡会

◆村の子ども全員のよさを保育者、
教職員、役場職員が把握

◆幼稚園と小学校の幼児児童交流

◆保育者と小学校教員の相互参観

◆保育者と小学校教員でワークショップを開催

◆１歳半健診、３歳児検診の結果を受けて
入園後の６月に保護者と懇談

◆小学校教員が年３回保育参観

◆幼小連絡会を年２回開催

◆中学校教員が小学校の授業参観

◆中学校教員が小学校で授業

◆小・中学校間で対象児童の特性や授業の支援に
ついての詳細な情報共有

◆特別支援学級において将来を見据えた教科指導

◆中学校・高等学校が一堂に会しワークショップ
による引継ぎの場を設定

◆特別支援学校の企業向け説明会で企業が学
校や生徒の様子を参観

◆サービス管理責任者が個別の支援計
画を作成

◆生活相談支援事業所（通称：ナカポツ）
で職場定着支援

◆就職後の悩み相談

◆保護者の悩み相談、サポート

中学校

小学校

幼児教育施設

市町村教育委員会

振興局保健環境部社会福祉課
（0136-23-1931）

振興局保健環境部保健行政室
（0136-23-1951）

ハローワークおたる
（0134-32-8689）

高等学校

幼児教育施設・小・中・高等学校・市町村教育委員会
への相談は後志教育局（0136-23-1983）へ


